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二
〇
一
七
年
新
年
ご
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
格
別
な
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
人

選
手
の
過
去
最
高
の
メ
ダ
ル
獲
得
や
、
大
隅
良
典

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
と
い
っ
た
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
一
方
で
、
震
度
７
を
記
録
し

た
熊
本
地
震
の
発
生
や
、
複
雑
な
進
路
を
辿
り

東
北
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

10
号
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
と

備
え
の
大
切
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
年
と
な
り

ま
し
た
。

　
経
済
面
で
は
、
折
々
発
表
さ
れ
た
経
済
指
標

か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
通
り
、
日
本
経
済
全
体

で
は
引
き
続
き
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
導
入
や
、

消
費
税
増
税
の
２
０
１
９
年
10
月
ま
で
の
延
期

な
ど
の
政
策
が
講
じ
ら
れ
た
な
か
で
、
足
元
経
済

は
安
定
感
を
欠
き
、
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
と
い
っ
た
不
穏
な
動
き
や
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
国
次
期
大
統
領
就
任

な
ど
、
海
外
情
勢
も
不
透
明
感
が
増
し
て
い
る

こ
と
は
皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
私
た
ち
が
生
業
と
す
る

住
宅
建
設
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
、
資
材
価
格

高
騰
や
慢
性
化
し
て
い
る
労
働
力
の
不
足
と

い
っ
た
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
新
設

住
宅
着
工
戸
数
の
改
善
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
各
種
イ
ン
フ
ラ

整
備
需
要
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
業
界

全
体
と
し
て
は
成
長
で
き
る
環
境
が
本
年
も
維
持

さ
れ
る
も
の
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
小
泉
グ
ル
ー
プ
は
、
常
に
情
報
感
度

を
高
く
し
て
、
地
域
密
着
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

積
極
的
な
行
動
力
、
提
案
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

皆
様
の
最
も
信
頼
で
き
る
橋
渡
し
役
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国
が
普
及
支
援

す
る
『
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス

（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）』
の
顧
客
提
案
サ
ポ
ー
ト
、
国
土
交

通
省
が
創
設
し
た
『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

団
体
登
録
制
度
』
の
登
録
団
体
Ｂ
Ｌ
Ｒ
協
会
入

会
の
お
勧
め
、
環
境
省
の
認
定
登
録
診
断
実
施

機
関
で
有
資
格
者
が
省
エ
ネ
対
策
を
提
案
す
る

『
家
庭
エ
コ
診
断
』
の
活
用
そ
し
て
当
社
独
自

の
営
業
ツ
ー
ル
『
省
エ
ネ
診
断
』、
エ
コ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
『
エ
コ
サ
ク
』
な
ど
も

様
々
な
場
面
で
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
昨
年
は
小
泉
に
と
っ
て
創
立
70
周
年
、
社
長

を
交
代
さ
せ
て
い
た
だ
く
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
創
業
の
理
念
で
あ
る
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
何
で
も
揃
う
、
愛
さ
れ
る
小
泉
」

の
基
本
に
立
ち
返
る
と
同
時
に
、
良
き
伝
統
の

礎
の
も
と
更
に
成
長
す
る
一
年
と
す
る
べ
く
、

全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

ど
う
か
２
０
１
７
年
も
私
た
ち
小
泉
グ
ル
ー
プ
を

ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
弊
社
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

株
式
会
社 

小
泉代

表
取
締
役
社
長
　長
坂 

剛

代表取締役社長
長坂 剛

代表取締役会長
長坂 紘司
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
み
会
会
員
の
皆
様
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の
皆

様
、
そ
し
て
小
泉
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
中
は
、
い
ず
み
会
並
び
に
い
ず
み
連
合

会
の
行
事
運
営
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　さ
て
、
昨
年
は
株
式
会
社
小
泉
様
の
70
周
年
、

い
ず
み
会
合
同
研
修
会
50
回
目
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　横
浜
会
場
で
の
合
同
研
修
会
で
は
、
き
め
細
か

な
ご
配
慮
・
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
、
心
行
く

ま
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
企
画
か
ら
運
営
ま
で
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を

基
に
社
員
様
一
丸
と
な
り
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
小
泉
グ
ル
ー
プ
様
の
大
き

な
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
当
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
大
き
く
映
し
出
さ
れ
た
一
枚
の
白
黒
写
真

に
様
々
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
小
泉

商
店
の
設
立
当
初
の
集
合
写
真
で
し
ょ
う
か
。
カ

メ
ラ
レ
ン
ズ
に
向
け
ら
れ
た
笑
顔
に
、
昭
和
の

『
人
力
』
が
す
べ
て
の
時
代
、
努
力
を
惜
し
ま
ず

が
む
し
ゃ
ら
に
仕
事
を
こ
な
し
た
人
々
の
力
強

さ
に
想
い
を
馳
せ
、『
個
の
力
』
の
結
束
が
企
業

の
歴
史
を
支
え
、『
個
の
力
』
の
成
長
が
企
業
の

成
長
を
加
速
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
と
感
慨
深
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
も
根
気
よ
く
『
個
の
力
』
の
教
育
に
力

を
注
ぎ
、
い
ず
み
会
会
員
様
と
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
泉

グ
ル
ー
プ
様
、
メ
ー
カ
ー
様
に
は
引
き
続
き
情

報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、
本
年
も
い
ず
み
会
会
員
の
皆
様
、

メ
ー
カ
ー
各
社
の
皆
様
、
そ
し
て
小
泉
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
の
力
を
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
れ
ば

企
業
の
成
長
も
加
速
す
る

い
ず
み
会
連
合
会
会
長

　富
士
冷
暖
株
式
会
社  

取
締
役
会
長

　長
田 

永
年

新
年
ご
挨
拶

郡
山
い
ず
み
会

仙
台
い
ず
み
会

会
津
い
ず
み
会

杉
並
い
ず
み
会

練
馬
い
ず
み
会

世
田
谷
い
ず
み
会

城
南
い
ず
み
会

足
立
い
ず
み
会

城
北
い
ず
み
会

城
東
い
ず
み
会

プ
ロ
ス
い
ず
み
会

小
平
い
ず
み
会

八
王
子
い
ず
み
会

調
布
い
ず
み
会

清
瀬
い
ず
み
会

青
梅
い
ず
み
会

立
川
い
ず
み
会

町
田
い
ず
み
会

西
東
京
い
ず
み
会

茨
城
い
ず
み
会

宇
都
宮
い
ず
み
会

千
葉
い
ず
み
会

勝
田
い
ず
み
会

船
橋
い
ず
み
会

柏
い
ず
み
会

木
更
津
い
ず
み
会

成
田
い
ず
み
会

流
山
い
ず
み
会

高
萩
い
ず
み
会

古
河
い
ず
み
会

守
谷
い
ず
み
会

埼
玉
い
ず
み
会

太
田
い
ず
み
会

大
宮
い
ず
み
会

前
橋
い
ず
み
会

狭
山
い
ず
み
会

小
川
い
ず
み
会

本
庄
い
ず
み
会

秩
父
い
ず
み
会

坂
戸
い
ず
み
会

春
日
部
い
ず
み
会

久
喜
い
ず
み
会

熊
谷
い
ず
み
会

越
谷
い
ず
み
会

山
梨
い
ず
み
会

長
野
中
南
信
い
ず
み
会

富
士
吉
田
い
ず
み
会

佐
久
い
ず
み
会

長
野
い
ず
み
会

上
田
い
ず
み
会

神
奈
川
い
ず
み
会

横
浜
西
い
ず
み
会

大
船
い
ず
み
会

川
崎
い
ず
み
会

泉
い
ず
み
会

川
崎
南
い
ず
み
会

港
南
い
ず
み
会

相
模
い
ず
み
会

相
模
台
い
ず
み
会

相
模
西
い
ず
み
会

相
模
原
い
ず
み
会

平
塚
い
ず
み
会

相
模
特
販
い
ず
み
会

沼
津
い
ず
み
会

富
士
い
ず
み
会

藤
枝
い
ず
み
会

清
水
い
ず
み
会

静
岡
い
ず
み
会

い
ず
み
会
連
合
会
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ず
み
会
会
員
各
社
様
、小
泉
グ
ル
ー
プ
各
社

様
、新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
い
ず
み
27
会
会
員
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
㈱
小
泉
様
は
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
、 

経
営
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
大
変
お
目
出
た

い
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
経
済
の
方
は
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
四
半
期
連
続
増
加
を
確
保
し
た

も
の
の
個
人
消
費
と
設
備
投
資
共
に
内
需
の
二
本

柱
が
弱
々
し
く
期
待
を
大
き
く
下
回
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
国
内
で
は
増
税
再
延
長
や
小
池

シ
ョ
ッ
ク
、
更
に
世
界
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台

頭
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
脱
退
、
ト
ラ
ン
プ
勝
利

と
い
う
想
定
外
の
出
来
事
が
起
こ
り
、
逆
に
円
安

株
高
に
振
れ
る
な
ど
（
12
月
初
旬
時
点
）
先
の
予

測
が
大
変
難
し
い
時
代
に
入
っ
た
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
不
透
明
感
、
将
来
へ
の
不

安
感
が
消
費
マ
イ
ン
ド
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
、
特

に
リ
フ
ォ
ー
ム
市
況
が
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
を
見
渡
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

す
が
、
年
明
け
か
ら
28
兆
円
規
模
の
経
済
対
策
効

果
が
顕
れ
、
公
共
投
資
が
成
長
を
牽
引
し
五
輪
前

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
関
連
の
需
要
が
内
需
を
引
っ
張

る
好
循
環
を
期
待
し
つ
つ
、
一
方
で
、
も
し
個
人

消
費
の
改
善
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
ら
な
い
と
し
て

も
、
い
ず
み
会
会
員
各
社
様
、
小
泉
グ
ル
ー
プ

各
社
様
と
私
ど
も
メ
ー
カ
ー
の
三
位
一
体
に
よ
る

自
助
努
力
で
『
出
来
る
こ
と
』
を
着
実
に
且
つ

愚
直
に
遂
行
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
必
要
な
一
年

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
『
出
来
る

こ
と
』
と
は
、
変
化
の
波
と
社
会
及
び
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
捉
え
た
タ
イ
ム
リ
ー
な

提
案
と
対
応
を
発
信
、
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
、
住
宅
で
は
新
築
で
全
盛
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

時
代
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
提
案
と
対
応
、

非
住
宅
で
は
既
存
の
商
業
施
設
や
事
務
所
ビ
ル

等
の
設
備
改
修
の
付
加
価
値
提
案
、
こ
れ
に
尽

き
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
ど
も
『
い
ず
み
27
会
』
は
広
範
囲
な
ジ
ャ

ン
ル
で
様
々
な
個
性
を
持
っ
た
有
力
メ
ー
カ
ー

30
社
で
構
成
さ
れ
る
小
泉
グ
ル
ー
プ
各
社
様
へ

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
集
団
で
す
。
し
っ
か
り
小
泉

グ
ル
ー
プ
各
社
様
を
通
じ
て
い
ず
み
会
会
員
各

社
様
と
一
丸
と
な
り
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
『
出

来
る
こ
と
』
を
力
強
く
実
践
し
て
参
る
こ
と
で
、

小
泉
グ
ル
ー
プ
様
の
大
切
な
新
体
制
の
２
年
目

の
年
に
当
た
り
、
し
っ
か
り
と
貢
献
し
て
参
る

想
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ま
し
て
尚
一
層
の
ご
指
導
を
御
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
最
後
に
、
い
ず
み
会
会
員
各
社
様
に
と
り
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

変
化
の
波
と
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
一
丸
と
な
っ
て

成
長
で
き
る
年
に

い
ず
み
27
会
会
長
　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社  

執
行
役
員 

東
京
支
社
長 

兼 

関
東
４
支
社
統
括
担
当
　
江
戸 

富
士
夫

新
年
ご
挨
拶

株
式
会
社
ア
カ
ギ

株
式
会
社
ヴ
ァ
ン
テ
ッ
ク

株
式
会
社
荏
原
製
作
所

株
式
会
社
キ
ッ
ツ

ク
リ
ナ
ッ
プ
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｋ
Ｖ
Ｋ

株
式
会
社
弘
電
社

株
式
会
社
コ
ロ
ナ

株
式
会
社
三
栄
水
栓
製
作
所

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鋼
管
管
材
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
継
手
株
式
会
社

信
越
ポ
リ
マ
ー
株
式
会
社

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社

ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社

大
建
工
業
株
式
会
社

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株
式
会
社

株
式
会
社
タ
ブ
チ

テ
ラ
ル
株
式
会
社

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
株
式
会
社

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

ニ
ッ
コ
ー
株
式
会
社

日
本
鋳
鉄
管
株
式
会
社

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ

株
式
会
社
パ
ロ
マ

前
澤
化
成
工
業
株
式
会
社

前
澤
給
装
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会
社

い
ず
み
27
会
会
員
会
社
（
五
十
音
順
）
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一言で「70年」と言ってもそれはとても長い時間。「営業所を訪ねて」で紹介した地域、
「習志野」と「川越」の70年の歩みを少しだけ訪ねてみましょう。

戦前は軍都として栄えた習志野。戦後、軍施設の多くは住宅や工場に変わりました。高度成長期
には臨海部が埋め立てられて宅地造成が行われ、首都圏のベッドタウンとしてさらに発展しました。

江戸時代は城下町として発展し、今も当時の家並みが残る歴史の街です。海外からも多くの観光客
が訪れています。近年は宅地化が進み、埼玉県で３番目に人口が多い都市となっています。

2016年、おかげさまで
㈱小泉は創業70周年を迎えました。
㈱小泉は、今年で創業70周年。創業以来、戦後復興や高度経済成長の時代を
地域の皆様と共に歩んでまいりました。これからも、今まで同様、快適な住ま
いづくりと豊かな暮らしを提供し続けてまいります。

※昭和22年に「小泉商店」としてスタート致しました。

①1957（昭和32）年の習志野市谷津周辺の様子。周囲には干潟が広がり、谷津遊園や船橋ヘルスセンターが見えます②現在の谷津。干潟の埋め立てが進み、船
橋ヘルスセンターは1977（昭和52）年に、谷津遊園は1982（昭和57）年に、それぞれ閉鎖となりました。谷津干潟は一部が保存され、野鳥の楽園となっています③
現在の津田沼駅前④1972（昭和47）年の霞ヶ関遺跡発掘の様子。川越市内で見つかった遺跡の多くが、現在は宅地となっています⑤蔵造りの街並みに、ひときわ
高くそびえているのが江戸時代の時計台、時の鐘⑥現在の川越駅前
①④写真提供：朝日新聞社

①

④

⑥

今昔散歩
70th

③

習志野

川越

②

⑤

7

日程：2016年10月24日（月）〜26日（水）
会場：�横浜みなとみらい21地区�

パシフィコ横浜国立大ホール�
横浜ロイヤルパークホテル�
横浜ベイホテル東急�
ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル

第50回サマーセールが終了いたしました。各地区いずみ会をはじめとするお客様
各位、並びに仕入先メーカー各社、関係各社の皆様からご支援、ご協力いただき深
く感謝申し上げます。締めくくりである『いずみ会合同研修会』も多くの方々のご
参加をいただき、大変有意義な時間となりましたことに、重ねて御礼申し上げます。

2016
小泉サマーセール
いずみ会合同研修会



89

本庄いずみ会 長沼設備工業㈱
社長令夫人 長沼 澄江 様

相模いずみ会 ㈲今野設備工業所
社長令夫人 今野 訓子 様

港南いずみ会会長 ㈱金子工業所
代表取締役 金子 繁夫 様

宇都宮いずみ会会長 阿部設備工業㈱
代表取締役 阿部 克夫 様

勝田いずみ会会長 ウスイ設備工業㈱
代表取締役 薄井 正博 様

抽選会特賞プレゼンター

㈱小泉北関東
代表取締役専務 三友 保男

抽選会特賞プレゼンター

セレモニー
抽選会
花束贈呈

セレモニー
抽選会
花束贈呈

花束贈呈

花束贈呈

町田いずみ会会長
㈱松田設備
代表取締役

松田 英行 様

練馬いずみ会会長
㈱上杉設備

代表取締役社長
上杉 貴志 様

TOTO ㈱
代表取締役 社長執行役員

喜多村 円 様

積水化学工業㈱
代表取締役社長
髙下 貞二 様

10

25
（火）

10

24
（月）

▶小泉サマーセール�いずみ会合同研修会 小泉サマーセール�いずみ会合同研修会◀

10 月24日（月）は、ビートたけしさんの兄としても有名な北野
大さん（淑徳大学人文学部教授／工学博士）、25日（火）はデーブ・
スペクターさん（放送プロデューサー）による講演会を開催。参
加者の皆様はお話を真剣な眼差しで聞き入っていました。

講演会
今なお日本の音楽シーンにおいてトップを走り続けている、
郷ひろみさんによる白熱のライブが開催されました。

コンサート

２次会では各ホテル
の各会場でJAZZの
ライブやジャグリン
グなどが開催され、
大いに盛り上がりま
した。

２次会

小泉の顧問弁護士・税理士
の諸先生による相談コーナ
ーには、数多くの方々が来
場しました。

税務法律相談

工場見学
今年度は、㈱荏原製
作所 富津事業所、東
芝キヤリア㈱東芝未
来科学館、ブリヂス
トンTODAY、㈱ノー
リツ つくば工場、タ
カラスタンダード㈱
三島工場で工場見学
を開催しました。



第1班　平成28年11月6日（日）〜11月13日（日）／第2班　平成28年11月13日（日）〜11月20日（日）

第1班　平成28年11月4日（金）〜9日（水）／第2班　平成28年11月9日（水）〜14日（月）

第1班　平成28年11月11日（金）〜13日（日）／第2班　平成28年11月12日（土）〜14日（月）

海外ご優待旅行

8日間の旅

海外ご優待旅行

6日間の旅

海外ご優待旅行

3日間の旅

カリブ海の真珠！ キューバ 8日間

のんびりホノルル 6日間

モダンと伝統の町・上海 3日間

1011

2016 KOIZUMI SUMMER SALE
海外優待旅行
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日
開
設
備
工
業
株
式
会
社

◉
埼
玉
県
川
越
市
大
字
大
中
居
３
９
０

－

１

が
同
じ
方
向
に
向
く
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
全
員
に
経
営
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

そ
し
て
仕
事
は
大
変
で
も
会
社
は
好
き
だ
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
、
会
社
の
こ
と
は
社
員
に
対
し
て

で
き
る
だ
け
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
い
ま
す
」

　
小
泉
と
は
創
業
の
と
き
か
ら
取
引
を
続
け
て
い

係
す
る
各
社
の
間
で
も
有
名
だ
。

「
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
社
員
の
み
ん
な
に
は
、
縁
が
あ
っ
て

我
が
社
に
入
社
し
て
く
れ
た
か
ら
に
は
、
長
く
勤

め
て
欲
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
話

を
聞
い
て
、
何
で
も
相
談
に
乗
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
協
力
会
社
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の

気
持
ち
を
持
っ
て
、
一
緒
に
大
き
く
な
っ
て
い
き

た
い
。
一
社
一
社
を
大
切
に
、
社
員
と
同
じ
よ
う

な
心
で
の
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
社
員
の
皆
さ
ん
へ
の
心
遣
い
に
は
、
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
『
報
連
相
』
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
現
場
は
男
の
仕
事
場
で
す
か
ら
、

昔
は
よ
く
『
自
分
で
判
断
で
き
ん
の
か
！
』
と
怒

鳴
り
つ
け
ら
れ
る
世
界
で
し
た
。
し
か
し
、
い
ま

は
何
で
も
相
談
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
私

た
ち
経
営
者
側
も
情
報
公
開
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
強
要
で
は
な
く
共
有
し
て
、
理
解
し
合
う

努
力
を
し
て
い
ま
す
」

　
月
１
回
の
全
体
会
議
で
は
、
売
り
上
げ
や
利
益

な
ど
会
社
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
と
い
う
。

「
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
主
催
の
安
全
大
会
で
得
た
知

識
を
水
平
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
建
て
・

野
丁
場
と
各
担
当
の
仕
事
が
違
う
た
め
、
施
工
検

討
会
で
技
術
の
共
有
化
を
図
る
な
ど
し
て
み
ん
な

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
。
い
ず
み
会
に
も
積
極
的

に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
関
係
は
深
い
。

「
本
社
の
皆
さ
ん
を
含
め
、
い
つ
も
丁
寧
で
親
切

な
方
ば
か
り
。
私
た
ち
の
よ
う
な
取
引
相
手
を
い

つ
も
会
社
全
体
で
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す

し
、
社
員
の
方
の
教
育
も
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」

　
担
当
の
野
坂
係
長
を
は
じ
め
と
し
た
、
現
場
の

対
応
力
も
評
価
い
た
だ
い
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
の
よ

う
だ
。

「
ど
う
し
て
も
当
社
の
社
員
が
施
工
現
場
を
動
け

な
い
と
き
、
継
手
１
個
で
も
持
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
し
、と
に
か
く
行
動
力
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

対
応
も
丁
寧
で
、
か
つ
迅
速
。
見
積
も
り
を
お
願

い
す
る
と
、
夜
遅
く
な
ろ
う
と
そ
の
日
の
う
ち

に
送
っ
て
も
ら
え
る
し
、
金
額
面
で
の
交
渉
も
粘

り
強
く
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に

と
っ
て
、
や
は
り
担
当
営
業
の
方
の
評
価
が
、
そ

の
ま
ま
商
社
さ
ん
や
問
屋
さ
ん
の
評
価
に
な
り
ま

す
。
野
坂
さ
ん
に
は
特
に
要
望
し
た
い
こ
と
が
な

い
ほ
ど
、
熱
心
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

　
創
業
49
年
を
迎
え
る
日
開
設
備
工
業
株
式
会
社

は
、
小
野
澤
社
長
で
３
代
目
。
住
友
林
業
や
一
条

工
務
店
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
な
ど
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
か
ら
依
頼
を
受
け
た
給
排
水
設
備
、
衛
生
設

備
、
空
調
設
備
な
ど
の
施
工
の
ほ
か
、
地
元
川
越

市
を
中
心
と
し
た
公
共
工
事
な
ど
多
彩
な
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
。
建
物
も
一
戸
建
て
か
ら
集
合
住

宅
、
店
舗
や
事
務
所
な
ど
種
類
は
多
彩
だ
。

「
現
在
の
社
員
は
17
名
お
り
ま
し
て
、
そ
の
う
ち

施
工
管
理
者
と
し
て
現
場
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
が

７
名
。
保
守
点
検
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理

に
あ
た
っ
て
い
る
の
が
４
名
。
さ
ら
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
を

使
っ
て
設
計
を
行
う
者
も
１
名
お
り
ま
す
。
現
場

で
は
給
排
水
・
衛
生
・
空
調
・
換
気
・
外
構
な
ど

分
野
ご
と
に
30
社
ほ
ど
の
協
力
会
社
に
お
願
い
し

て
、
施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
ん
な
中
で
主
に
財
務
な
ど
の
経
営
面
を
担
っ

て
い
る
小
野
澤
社
長
。
い
つ
も
来
客
を
笑
顔
で
お

迎
え
・
お
見
送
り
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
同
社
に
関

社
員
に
も
協
力
会
社
に
も

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

行
動
力
と
丁
寧
迅
速
な
対
応
力

小
泉
の
営
業
現
場
を
高
く
評
価

社
員
の
皆
さ
ん
に
は
会
社
の

情
報
を
な
る
べ
く
共
有
す
る

我々取引先をとても大切に
してくださっている小野澤
社長。協力会社の方々から
も慕われてらっしゃる様子
が伝わってきますし、気さ
くで明るく、お話ししやす
いお人柄に、私もいつも親
しみを感じさせていただい
ています。

㈱小泉北関東
本社
係長
野坂 真次

地
元
川
越
市
の
公
共
事
業
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
給
排
水
工
事
・

衛
生
設
備
な
ど
幅
広
い
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
日
開
設
備
工
業
株
式
会
社
。

３
代
目
で
あ
る
小
野
澤
社
長
は
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
優
し
い
心
遣
い
で

社
員
や
協
力
会
社
の
皆
さ
ん
と
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。

そ
ん
な
社
長
の
経
営
理
念
を
う
か
が
う
べ
く
、
小
泉
北
関
東
の
三
友
専
務
、

小
泉
北
関
東
本
社
の
森
所
長
、
野
坂
係
長
と
と
も
に
お
う
か
が
い
し
た
。

社
員
に
同
じ
方
向
を
向
い
て

も
ら
う
た
め
に
経
営
内
容
は

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
い
ま
す

1川越市内に自社ビルを構え、総勢17人の社員を抱える日開設備工業株式会
社。協力会社の親睦会も存在するなど、市内でも有数の設備会社だ。2設計か
ら施工、メンテナンスまで、管工事に関わる幅広い業務に携わり、空調工事な
どにも対応している。3川越市の指定上下水道工事店として公共事業にも参画。
2016年度の川越市優秀建設工事で表彰を受けた。

元気印の
得意先
訪問

日開設備工業株式会社
代表取締役
小野澤 明美氏

▶元気印の得意先訪問

取材協力／日開設備工業株式会社

1

2

3
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㈱小泉北関東

本社
〒350-1105
埼玉県川越市今成2-41-1
TEL：049-224-4611　FAX：049-224-5619

と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
サ
ブ
コ
ン
主
体
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　
現
在
の
課
題
は
人
材
育
成
。
課
長
や
グ
ル
ー
プ

長
が
チ
ー
ム
を
と
り
ま
と
め
て
指
導
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
質
の
高
い
営
業
を
目
指
し
て
い
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
が
扱
う
商
材
に
つ
い
て
は
何
で
も

知
っ
て
い
る
と
い
う
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
に
対
し
て
は
、

担
当
営
業
が
休
み
を
取
っ
て
も
代
わ
り
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
顔
写
真
入
り
の
サ
ブ
の
担
当
表
を

作
っ
て
配
布
す
る
な
ど
、
お
客
様
第
一
の
営
業
を

追
求
し
続
け
て
い
ま
す
」

　
新
築
物
件
が
減
少
傾
向
の
エ
リ
ア
で
あ
る
た
め
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
力
を
入
れ
て
い
る
お
客
様
が
多
い
。

「
国
の
施
策
で
あ
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援
事

　
川
越
市
と
川
島
町
を
中
心
に
、
坂
戸
市
や
狭
山

市
の
一
部
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
北
関
東
本
社
は
今

年
で
創
設
50
年
を
迎
え
る
。
メ
ン
バ
ー
は
30
名
、

う
ち
営
業
マ
ン
が
13
名
と
い
う
大
所
帯
だ
。

「
３
つ
の
課
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
お
客
様
を

分
担
し
て
営
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
住
設
課
で

は
工
務
店
や
リ
フ
ォ
ー
ム
店
が
中
心
で
、
特
販
課

は
ゼ
ネ
コ
ン
・
サ
ブ
コ
ン
の
お
客
様
。
設
備
課
は

住
宅
な
ど
地
場
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

業
な
ど
の
補
助
金
や
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に
つ
い

て
、
お
客
様
向
け
の
勉
強
会
を
狭
山
・
坂
戸
・
ふ

じ
み
野
営
業
所
と
合
同
で
開
催
し
た
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
リ
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
や
ク
リ
ナ
ッ
プ
の
水
ま
わ

り
工
房
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
の
取
り
込
み

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
電
材
や
空
調
ま
で
幅
広

い
商
材
を
扱
う
小
泉
の
強
み
を
活
か
し
た
営
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
川
越
で
半
世
紀
を
過
ご
し
て
き
た
小
泉
は
古
株

と
い
え
る
存
在
。
同
業
他
社
の
攻
勢
は
あ
る
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
知
名
度
の
高
さ
は
圧
倒
的
だ
。

「
お
陰
様
で
小
泉
は
こ
の
地
域
で
信
頼
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
も
っ
と
お
客
様
の
心

を
つ
か
め
る
よ
う
、
ヒ
ザ
を
つ
き
合
わ
せ
て
お
客

様
と
お
話
し
す
る
時
間
を
確
保
し
、
単
な
る
売
り

込
み
で
な
い
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
提
案
が
で
き
る

営
業
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

３
つ
の
課
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

よ
り
地
域
に
密
着
で
き
る
よ
う

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
提
案
に
挑
戦

埼玉県川越市で50年の歴史を紡いできた北関東本社。
抜群の知名度を活かして、商材やお客様に合わせた3つの課が
それぞれ専門知識を備えたスペシャリストとして知識を蓄え、
地元のお客様に対してさまざまなご提案を行っている。

お客様からも社内からも「あり
がとう」という言葉をもっともっ
と言っていただけるよう、要望以
上の成果を出すことを常に心が
けていきたいと思います。

所長 森 賢司

▲川越で半世紀の歴史を誇る北関東本社。

▲管材から住設・電材まで幅広い商材が揃う。

▲所内は活気にあふれ、明るい雰囲気だ。

営業所を
訪ねて
㈱小泉北関東　本社
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江戸時代、火の見櫓として建てられた時の鐘（左）は今、人々に時を知らせる役割を担う。
道を一本渡った横丁（右）には、立ち並ぶ菓子作りの店が人々の目と舌を楽しませる。

夫婦の神が祀られ縁結びにご利益があると言われる氷川神社（左）は、6世紀からの歴史・
由緒がある。川越城で唯一残る本丸御殿（右）は1848年に藩主松平斉典が造営。

春、新河岸川を和舟（わせん）にゆられながら桜のトンネルを潜る舟遊び（左）や、精
巧な人形を乗せた山車がうねり歩く川越まつりなど、季節ごとのイベントも充実。

　
東
京
都
心
か
ら
約
30
㎞
。
日
帰
り
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
川
越
市
の
魅
力
は
、
歴
史

が
古
く
、
そ
の
歴
史
を
伝
え
る
建
物
や
町
並
み
、

文
化
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
本
丸
だ
け
が
美
術
館
・
博
物
館
と
し
て
残
る

川
越
城
は
、
江
戸
城
よ
り
も
１
５
０
年
も
早
い

１
４
５
７
年
、
上
杉
氏
が
、
足
利
勢
力
に
対
抗
す

る
た
め
の
本
拠
地
と
し
て
築
い
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
度
重
な
る
戦
の
舞
台
だ
っ

た
川
越
城
に
は
川
越
藩
の
藩
庁
が
置
か
れ
、
穏
や

か
な
時
代
が
訪
れ
た
。
城
の
周
り
に
は
城
下
町
が

形
成
さ
れ
、「
小
江
戸
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
『
時
の
鐘
』
は
、
江

戸
時
代
初
期
に
火
の
見
櫓
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

だ
。
何
度
も
災
害
に
遭
い
、
現
在
は
１
８
９
４
年

に
作
ら
れ
た
4
代
目
。
６
時
、
12
時
、
15
時
、
18

時
の
１
日
４
回
、
鐘
の
音
が
時
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
。
な
お
、
こ
の
鐘
の
音
は
「
残
し
た
い
日
本
の
音

風
景
１
０
０
選
（
環
境
省
）」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
時
の
鐘
が
あ
る
一
角
は
、
黒
漆
喰
の
蔵
が
30
数

棟
ず
ら
り
と
並
ぶ
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
蔵
の
多

く
は
倉
庫
で
は
な
く
、
店
舗
と
し
て
使
わ
れ
る
店

蔵
だ
。
こ
れ
は
、
火
事
が
多
か
っ
た
江
戸
で
、
火

に
強
い
蔵
を
応
用
し
て
生
ま
れ
た
商
店
の
形
式

だ
。
本
場
江
戸
東
京
で
は
消
え
て
し
ま
っ
た
景
観

を
、
川
越
市
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

東
京
か
ら
わ
ず
か
１
時
間
で
江
戸
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
川
越
市

“小江戸 ”の街並み

古代からの歴史が遺すもの

イベント・アクティビティ

中
世
か
ら
の
由
緒
を
持
つ
寺
社
、

江
戸
と
の
関
連
性
も
深
い
蔵
造
り
の
街
並
み
な
ど
、

人
々
の
心
を
引
き
つ
け
つ
づ
け
る
川
越
市
。

都
心
か
ら
１
時
間
で
行
け
る
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
ポ
イ
ン
ト
だ
。

地域情報　

川越
市
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有
限
会
社
大
竹
工
務
店

◉
千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
１

－
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－

１

方
へ
の
工
事
中
の
配
慮
も
同
じ
く
ら
い
重
要
な
の

で
す
」

　
小
泉
と
の
お
付
き
合
い
は
既
に
25
年
ほ
ど
に
及

ぶ
。
当
初
は
船
橋
営
業
所
で
、
そ
の
後
近
所
に
習

志
野
営
業
所
が
創
設
さ
れ
て
移
管
さ
れ
た
。

「
長
い
お
付
き
合
い
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
る

さ
ん
ま
で
総
出
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
お
越
し
い

た
だ
い
た
お
客
様
に
は
お
住
ま
い
の
こ
と
な
ら
ど

ん
な
こ
と
で
も
質
問
や
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
体

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
毎
回
、
大
好
評
の
マ
ナ
板

削
り
、
包
丁
研
ぎ
、
木
工
教
室
、
タ
イ
ル
ク
ラ
フ

ト
等
を
行
い
な
が
ら
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
フ
ェ
ア

作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
す
る
と
お
客
様
は
期
限
内
に
使
用
し

よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

「
大
手
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
や
ら
な
い
こ

と
を
し
な
い
と
、
当
社
の
よ
う
な
工
務
店
に
は
勝

ち
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
新
築
住
宅
な

ら
、
当
社
が
所
有
し
て
い
る
仮
住
ま
い
用
の
部
屋

を
建
築
中
は
無
償
で
お
貸
し
し
、
引
っ
越
し
作
業

も
当
社
の
社
員
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
仮
住
ま
い

や
引
っ
越
し
の
斡
旋
だ
け
な
ら
ど
こ
で
も
や
っ
て

い
ま
す
が
、
建
築
費
用
と
別
に
１
０
０
万
円
前
後

の
費
用
が
か
か
る
の
で
は
、
お
客
様
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。
仮
住
ま
い
を
ご
提

供
で
き
る
の
も
、
商
圏
が
小
さ
く
て
ご
近
所
に
お

住
ま
い
の
お
客
様
が
多
い
か
ら
こ
そ
で
す
」

　
そ
れ
だ
け
に
ご
近
所
の
評
判
は
重
要
だ
。
ミ
ス

や
ト
ラ
ブ
ル
が
経
営
に
直
結
し
か
ね
な
い
。

「
ミ
ス
は
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
の
現
場
を
ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
え
る
こ
と
は

無
理
な
こ
と
で
す
。
失
敗
そ
の
も
の
よ
り
、
ミ
ス

を
し
た
と
き
の
対
応
こ
そ
が
大
切
。
当
社
の
場

合
、
お
客
様
だ
け
で
な
く
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
永
く
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
問
屋
さ
ん
は
小
泉
さ
ん

だ
け
。
管
材
や
住
宅
設
備
だ
け
で
な
く
、
給
湯
器

な
ど
商
材
の
幅
広
さ
も
魅
力
で
す
し
、
営
業
所
が

近
く
な
っ
て
か
ら
は
直
接
商
品
を
取
り
に
行
け

る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
い
ち
ば
ん
重
要
な
の

は
互
い
が
信
用
・
信
頼
で
き
る
関
係
性
だ
と
思
い

ま
す
」

　
担
当
す
る
野
上
係
長
も
10
年
来
の
お
付
き
合

い
。
大
竹
専
務
も
絶
大
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
て
い
る
よ
う
だ
。

「
歴
代
の
担
当
の
方
は
み
ん
な
、
困
っ
た
と
き
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
し
、
ま
だ
形
も
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
当
社
の
フ
ェ
ア
を
１
回
目
か

ら
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
納
期
も
き
っ
ち
り

守
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
見
積
も
り
や
納
期
回
答
な

ど
も
正
確
で
す
。
急
ぎ
の
納
品
も
対
応
し
て
く
れ

ま
す
。
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ど
う
に

も
困
っ
た
と
い
う
こ
と
が
年
に
何
度
か
あ
る
も

の
。
そ
う
い
う
時
に
、
野
上
さ
ん
は
必
ず
ス
ピ
ー

ド
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
社
に

と
っ
て
は
『
問
屋
は
小
泉
さ
ん
』
な
ん
で
す
」

　
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
工
事
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
ま

で
、
住
宅
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
手
が
け
る

有
限
会
社
大
竹
工
務
店
は
、今
年
で
創
業
47
年
目
。

２
代
目
社
長
で
あ
る
お
母
様
と
と
も
に
会
社
を
取

り
仕
切
っ
て
い
る
の
が
大
竹
専
務
だ
。

「
当
社
は
お
客
様
の
ほ
と
ん
ど
が
徒
歩
20
分
圏

内
と
い
う
、
完
全
な
地
域
密
着
型
の
経
営
で
す
。

営
業
マ
ン
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ご
紹

介
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り
が
す
べ
て
。
こ
の
地

域
の
住
ま
い
の
こ
と
な
ら
当
店
が
一
番
詳
し
く

あ
り
た
い
、
と
い
う
思
い
で
社
員
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
」

　
大
竹
専
務
の
経
営
手
法
は
独
創
的
。
年
に
２

回
、
上
得
意
の
お
客
様
を
対
象
に
し
た
フ
ェ
ア

を
開
催
し
、
集
客
を
し
て
い
る
。
昨
年
秋
の
フ
ェ

ア
で
は
２
０
１
組
の
上
得
意
様
が
来
場
さ
れ
た

と
い
う
。

「
当
社
の
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
小
泉
さ
ん
や
メ
ー

カ
ー
さ
ん
、
協
力
会
社
も
瓦
屋
さ
ん
か
ら
塗
装
屋

年
２
回
の
フ
ェ
ア
で
地
元
の

お
客
様
の
心
を
ガ
ッ
チ
リ
つ
か
む

「
問
屋
と
い
え
ば
小
泉
」

長
い
お
付
き
合
い
が
信
頼
の
証

明るく、地元の方とのお付
き合いをとても大切にされ
ている大竹専務。毎回趣向
を変えて開催されている年
2回のショールームイベン
トなど、企画力のあるアイ
デアマンでもいらっしゃい
ます。常に先のことを考え
て社員の皆さんを引っ張る
姿勢を常々尊敬しています。

㈱小泉東関東
習志野営業所
係長
野上 政人

新
築
住
宅
の
設
計
・
施
工
か
ら
、ビ
ス
１
本
か
ら
の
細
か
い
部
分
の
修
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で

徒
歩
20
分
圏
内
の
住
宅
を
中
心
に
手
が
け
る
有
限
会
社
大
竹
工
務
店
。

「
地
域
の
方
を
も
っ
と
住
み
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
密
着
型
の
経
営
と

ア
イ
デ
ア
満
載
の
フ
ェ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
お
客
様
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

そ
ん
な
大
竹
専
務
の
経
営
手
法
を
お
尋
ね
す
る
た
め
、
小
泉
東
関
東
の
飯
野
社
長
、

習
志
野
営
業
所
の
我
妻
所
長
、
野
上
係
長
と
と
も
に
お
う
か
が
い
し
た
。

地
域
の
方
々
の
お
住
ま
い
が
よ
り

住
み
や
す
く
快
適
に
な
る
よ
う
な

ご
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

1新京成線高根木戸駅から徒歩5分ほどの場所に位置する店舗を中
心に、地域密着型の経営を行っている。従業員の方は総勢8人。新
築からリフォーム、外構の工事まで、施工は5人の職人さんを中心
に行っている。2水回りの設備を中心に取りそろえているショール
ームでは、春秋の年2回イベントを実施。約1200組のお客様にダイ
レクトメールで招待を行っている。

元気印の
得意先
訪問

有限会社大竹工務店
専務取締役
大竹 善和氏

▶元気印の得意先訪問

取材協力／有限会社大竹工務店

2

1 2

2
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㈱小泉東関東

習志野営業所
〒274-0071
千葉県船橋市習志野４-15-５
TEL:047-490-1611　FAX:047-490-1612

共
事
業
も
堅
調
で
す
。
都
内
の
現
場
を
手
が
け
る

お
客
様
も
多
く
、
配
送
担
当
が
ト
ラ
ッ
ク
に
材
料

を
満
載
に
し
て
デ
リ
バ
リ
ー
に
出
か
け
て
い
る
ほ

か
、
小
泉
の
営
業
所
網
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。今
年
は
東
京
外
環
自
動
車
道
が
開
通
し
、

お
客
様
の
商
圏
も
ま
す
ま
す
広
が
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
我
々
の
対
応
力
も
重
要
に
な
り
ま
す
」

　
営
業
マ
ン
は
お
客
様
の
元
へ
の
訪
問
に
加
え
、

配
送
担
当
が
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
デ
リ
バ
リ
ー
な

ど
も
手
伝
う
。
一
方
で
６
人
い
る
事
務
担
当
も
見

積
も
り
や
来
店
対
応
な
ど
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

勤
務
時
間
の
効
率
化
は
営
業
所
に
と
っ
て
急
務
の

課
題
だ
。

「
営
業
と
事
務
の
リ
ー
ダ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
テ

ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め
て
い
ま
す
。
双
方
の
代

表
者
が
互
い
に
求
め
る
も
の
を
定
期
的
に
話
し
合

　
創
設
か
ら
９
年
を
迎
え
た
習
志
野
営
業
所
は
習

志
野
市
や
船
橋
市
を
中
心
に
担
当
し
て
い
る
。
15

名
の
所
員
の
う
ち
、
営
業
担
当
は
６
人
。
20
代
～

30
代
後
半
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
、
若
手
が
多
い

の
が
特
徴
だ
。

「
お
客
様
は
水
道
工
事
店
と
、
工
務
店
・
リ
フ
ォ
ー

ム
店
が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
。
新
築
の
一
戸
建
て
や
集

合
住
宅
の
需
要
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
地
域
で
、

水
道
本
管
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
と
い
っ
た
公

う
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
が
多
い
地
域
で
あ
る

た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
も
高
い
。

「
ま
だ
ま
だ
こ
の
地
域
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り

ま
す
。
現
状
で
は
営
業
所
か
ら
半
径
５
キ
ロ
以
内

の
お
客
様
が
多
い
で
す
が
、
こ
の
円
を
徐
々
に
広

げ
て
い
き
た
い
。船
橋
営
業
所
と
合
同
で
年
数
回
、

メ
ー
カ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
へ
お
客
様
を
ご
招
待

し
、
製
品
情
報
や
機
能
説
明
な
ど
お
客
様
向
け
の

講
習
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
」

　
競
合
は
大
手
商
社
の
ほ
か
、
地
場
の
業
者
も
存

在
す
る
が
、
か
つ
て
習
志
野
市
で
は
水
道
工
事
の

指
定
材
料
は
決
ま
っ
た
業
者
し
か
納
入
で
き
な

か
っ
た
。

「
小
泉
の
担
当
営
業
マ
ン
の
働
き
か
け
の
ほ
か
、
取

引
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の
後
押
し
も
あ
っ

て
、
２
０
１
５
年
６
月
ご
ろ
か
ら
我
々
も
納
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ

た
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

地
元
だ
け
で
な
く
都
内
の
現
場
を

手
が
け
る
お
客
様
も
多
い

営
業
と
事
務
の
代
表
者
が

互
い
へ
の
要
望
を
話
し
合
う

船橋市と習志野市の境に位置する習志野営業所。
水道工事店、工務店などを中心としたお客様は地場だけでなく
都内の現場にも参入するなど幅広い商圏を持っている。
見積もりから配送まで幅広いニーズへの対応に取り組んでいる。

若いメンバーが多い営業所です。
商品知識や素早くご要望にお応え
するための対応力など、個々の能
力を高められるよう、所員一丸と
なって努力していきます。

所長 我妻 智之

▲陸上自衛隊習志野駐屯地そばという立地。

▲管材から住設まで多彩な商品を揃えている。

▲営業・事務・配送のチームワークは抜群だ。

営業所を
訪ねて

㈱小泉東関東　習志野営業所

19

袖ヶ浦付近の団地群（左）など、いくつもの団地群がある習志野市は人口約17万人。市
内には、春になると桜が咲き誇るハミングロード（右）など、市民が憩う場所も多い。

東京湾にありながら埋め立てを逃れた干潟（左）は、水鳥の観察スポット。干潟に臨むバ
ラ園（右）は、5月中旬から6月上旬、10月上旬から11月下旬が見ごろ。

550年続く伝統的な祭り「二宮神社式年祭」（左）は、丑年と未年に開催。1994年に始
まった「習志野きらっと」（右）は市民手作りの祭り。今では夏の風物詩となっている。

　
千
葉
県
北
西
部
に
あ
る
習
志
野
市
は
、
袖
ヶ
浦

団
地
、秋
津
団
地
な
ど
の
大
型
団
地
が
建
設
さ
れ
、

現
在
は
約
17
万
人
の
人
々
が
暮
ら
す
。
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
エ
リ
ア
だ
。

し
か
し
、
市
内
に
は
海
や
干
潟
、
季
節
ご
と
に
花

が
咲
き
誇
る
公
園
な
ど
、
豊
か
な
自
然
が
残
る
。

　
約
40‌

ha
の
干
潟
が
広
が
る
谷
津
干
潟
は
、
シ
ギ

類
、
チ
ド
リ
類
、
カ
モ
類
と
い
っ
た
渡
り
鳥
の
希

少
な
生
息
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
埋
め
立
て
を
逃
れ

た
。
１
９
９
３
年
に
は
、
干
潟
と
し
て
は
日
本
で

初
め
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
、
水
鳥
の

生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
。
谷
津
干

潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
の
望
遠
鏡
で

野
鳥
を
観
察
で
き
る
他
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
観

察
案
内
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
他
に
も
、オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
含
む
８
０
０
種
、

７
５
０
０
株
の
バ
ラ
を
楽
し
め
る
谷
津
バ
ラ
園
、

天
候
に
よ
っ
て
は
富
士
山
を
見
る
こ
と
も
で
き
る

大
パ
ノ
ラ
マ
の
海
岸
、
春
に
は
桜
が
咲
き
誇
る
散

策
コ
ー
ス
な
ど
、自
然
豊
か
な
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
。

　
ま
た
、
５
５
０
年
も
の
歴
史
を
持
つ
二
宮
神
社

式
年
祭
や
、
毎
年
７
月
、
サ
ン
バ
隊
や
山
車
・
御

輿
が
通
り
を
賑
わ
す
「
習
志
野
き
ら
っ
と
」
な
ど

イ
ベ
ン
ト
も
充
実
。習
志
野
市
は
、住
む
人
に
と
っ

て
も
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
魅
力
が
尽
き
な
い

エ
リ
ア
な
の
で
あ
る
。

豊
か
な
自
然
が
残
る

魅
力
溢
れ
る
習
志
野
市

暮らしやすいベッドタウン

水鳥が集う干潟

次代へ繋ぐ新旧の祭り

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
豊
か
な
緑
を
兼
ね
備
え

東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
習
志
野
市
に
は
、

大
パ
ノ
ラ
マ
の
海
岸
、
花
が
彩
る
公
園
、
遊
歩
道
な
ど

人
々
が
憩
う
ス
ポ
ッ
ト
も
数
多
い
。

特
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
も
登
録
さ
れ
た
谷
津
干
潟
は

渡
り
鳥
の
重
要
な
中
継
飛
来
地
と
な
っ
て
い
る
。

地域情報　

習志
野市
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㈱小泉中部

長野北営業所
㈱小泉東関東

流山営業所

㈱小泉多摩

八王子営業所
㈱小泉中央

世田谷営業所

㈱小泉北関東

春日部営業所
㈱小泉東海

清水営業所

〒389-1104
長野県長野市豊野町浅野1812
TEL：026-219-2853
FAX：026-219-2854

〒270-0137
千葉県流山市市野谷26-1
TEL：04-7158-8100
FAX：04-7158-8151

〒192-0063
東京都八王子市元横山町1-24-22
TEL：042-644-2251
FAX：042-646-7178

〒154-0014
東京都世田谷区新町1-29-8
TEL：03-3701-7103
FAX：03-3701-9843

〒345-0023
埼玉県北葛飾郡杉戸町大字本郷478-1
TEL：0480-35-1153
FAX：0480-35-0356

〒424-0056
静岡県静岡市清水区半左衛門新田81-1
TEL：054-347-7060
FAX：054-347-7066

　長野市の北部を中心に須坂市、小布施町、中野
市、信濃町などを担当しています。13名の所員全
員がお客様の要望に迅速に対応することを心がけ
ながら業務にあたっています。今後は社員のレベル
を更に上げ、新規開拓を積極的に行っていきます。

　平均年齢 32.7 歳と若い所員が多く、活気
に溢れた営業所です。流山市、柏市、野田市、
松戸市などを担当しています。若手社員をしっ
かりと育成し、積極的な新規開拓を行い、地域
ナンバーワンを目指していきます。

　八王子市内全域を担当しており、JR中央線
八王子駅、JR 横浜線八王子駅、京王線八王子
駅のどこからでも徒歩約10 分以内という好立
地に営業所があります。お客様のお役に立てる
よう、18 名の所員が一致団結して頑張ります。

　昭和 42年に開設し、「いずみ会」の創設も
最初と歴史ある営業所です。その名に恥じぬよ
う、お客様に愛される営業所を目指して、所員
一同日々努力し、地域ナンバーワンを目指して
頑張っていきます。

　16 名の所員で春日部市、杉戸町、宮代町、
幸手市、野田市などを担当しています。お客様
の来店時の明るく元気な対応、迅速な現場対
応を実践しお客様とコミュニケーションをしっ
かり取り、信頼される営業所を目指します。

　17名の所員で静岡市清水区を中心に、葵区
や駿河区の一部を担当しています。「いつでも
どこでも何でも揃う」地域ナンバーワンの品揃
えで、お客様のご要望に対応しています。攻め
の営業で新規開拓を積極的に行っていきます。

北陸
新幹
線

仁科工業

ワークマン

アッ
プル
ライ
ン

18

66

天神社

ロッキー
スタジアム

流山市
総合運動
公園

ス
レ
プ
ス
ク
エ
ば
く
つ

278

ENEOS
八王子警察署

仁和会総合病院

暁橋

浅川大橋

浅川

八王子

20

京王八王子

深沢中

首都
高速
3号渋

谷線

ビッグエー
春日部センター

エスラインギフ
さいたま物流センター

319

雷電神社

アズワン
東京物流
センター

静岡県警察本部
清水分庁舎

松屋

福聚院

吉川西 東海
道

平均年齢34.5歳という若さを活かして、
何事にも迅速に対応しお客様の信頼を勝ち取る

抜群のチームワークを活かし、地域に密着した
営業所をつくり、お客様の信頼を勝ち取る

歴史ある営業所に恥じぬよう、所員一丸となり
お客様に愛される存在になれるように頑張る

明るく元気なお客様対応を常に心がけながら
営業を行い、地域ナンバーワンを目指す

18名の所員が一丸となって積極的な営業を
展開し、地域ナンバーワンを目指す

地域密着をモットーに掲げ、お客様に信頼される
営業所を目指し、地域ナンバーワンを目指す

営業所
紹介

営業所
紹介

営業所
紹介

営業所
紹介

営業所
紹介

営業所
紹介



2223

メーカー探訪記――株式会社大和バルブ

株式会社大和バルブのキャッチフレーズである「YES」は
「Yamato Effective Flow System」を略したもの。

各種バルブの製造・販売を中心とした、より効率的で迅速な活動で
お客様のニーズをとらえ、さらなる躍進を目指している。

2223

豊かな社会の創造と明日の
ニーズに「YES」で応えます。

　
ゲ
ー
ト
弁
、
チ
ェ
ッ
キ
弁
、
グ
ロ
ー
ブ
弁
、
ボ
ー

ル
弁
、
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
、

ビ
ル
建
築
用
バ
ル
ブ
を
中
心
と
し
た
様
々
な
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
ト
ー
タ
ル
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
、

株
式
会
社
大
和
バ
ル
ブ
。近
年
で
は
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
ー
関
連
や
水
道
関
連
機
器
な
ど
、
多
彩
な
製
品

を
日
々
産
み
出
し
続
け
て
い
る
。

　
１
９
１
９
年
に
大
和
商
工
社
と
し
て
設
立
さ
れ

た
大
和
バ
ル
ブ
は
、

１
９
６
８
年
よ
り
バ
ル

ブ
の
産
地
と
し
て
有
名

な
滋
賀
県
彦
根
市
の
彦

根
工
場
で
生
産
を
開

始
。
現
在
で
は
製
品
の

企
画
か
ら
発
送
ま
で
の

機
能
を
有
し
て
い
る
。

青
銅
バ
ル
ブ
・
黄
銅
バ

ル
ブ
を
合
わ
せ
て
月
産

約
８
万
個
を
製
造
す

る
。

「
特
に
青
銅
弁
に
つ
い

て
は
、
グ
ル
ー
プ
企
業

で
あ
る
大
丸
工
業
株
式

会
社
で
鋳
造
を
行
い
、

さ
ら
に
加
工
・
組
立
・

出
荷
ま
で
、
彦
根
工
場

で
一
貫
し
た
生
産
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
生
産
拠
点
と
し
て
は
子
会
社
で
あ
る
中
国
の
大

連
大
丸
工
業
有
限
公
司
で
も
バ
ル
ブ
の
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
」（
株
式
会
社
大
和
バ
ル
ブ
常
務
取

締
役
・
萩
原
秀
雄
さ
ん
）

　
大
丸
工
業
株
式
会
社
の
鋳
造
工
程
で
は
、
ま
ず

鋳
物
の
型
を
セ
ッ
ト
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

砂
で
型
を
取
り
、
中
に
空
洞
を
作
る
た
め
の
中
子

創業	 1919年9月
設立	 1951年2月
代表	 代表取締役社長　大石秀浩
資本金	 1億円
営業品目	 各種バルブ並びに付属品の製造および販売
URL	 http://www.yamatovalve.co.jp

株式会社大和バルブ

12滋賀県彦根市の彦根工場は建屋面積9200㎡に及ぶ、生産・営業・物流の最大拠点。1968
年の操業開始以来、1970年、1973年、1995年と3度に及ぶ拡張工事が行われてきた。

青
銅
弁
は
彦
根
工
場
で
鋳
造
か
ら

加
工
・
組
立
・
出
荷
ま
で
を
行
う

3砂で作られた型に、内型となる中子をセットしていく。4鋳肌面を良くする塗型という作業が行われ
る。5砂型を作るための型がズラリと並ぶ。赤黄青の三色のラベルは、注湯するときの材料の温度を表
している。6溶解炉で溶かされた材料は1100℃を超える高温。特に夏場は体力を消耗する過酷な現場だ。

34

6 5

少
量
多
品
種
に
対
応
す
る
た
め

人
の
手
を
入
れ
て
半
自
動
化

2 1
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メーカー探訪記――株式会社大和バルブ

が
行
わ
れ
る
。

「
面
加
工
、
ネ
ジ
加
工
、
穴
開
け
加
工
な
ど
多
様

な
切
削
加
工
を
行
い
ま
す
が
、
８
台
の
無
人
機
を

使
用
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
稼
働
を
し
て
い
ま
す
。

加
工
素
材
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動
的
に
機
械
に

セ
ッ
ト
さ
れ
る
た
め
、
供
給
装
置
ホ
ッ
パ
ー
に
供

給
す
る
だ
け
。
ロ
ッ
ト
数
の
少
な
い
も
の
や
、
形

状
が
複
雑
で
手
作
業
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
も
の

を
除
き
、
生
産
品
の
７
～
８
割
は
自
動
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
」（
高
木
さ
ん
）

　
組
立
や
検
査
も
同
様
に
、
半
自
動
で
行
わ
れ

て
い
る
。
検
査
は
水
圧
や
空
気
圧
に
よ
り
漏
れ

が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

「
青
銅
・
黄
銅
の
バ
ル
ブ
の
ほ
か
、
当
社
で
は
鋳

鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の
バ
ル
ブ
も
製
造
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
い
う

全
自
動
加
工
機
で
24
時
間
３
６
５
日
加
工
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
鉄
は
錆
び
ま
す
の
で
塗
装
工
程

も
存
在
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
塗
装
用
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
自
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
」

（
高
木
さ
ん
）

　
で
き
あ
が
っ
た
製
品
は
、
毎
日
13
時
半
ま
で

に
受
け
付
け
た
商
品
を
当
日
中
に
発
送
し
て
い

る
。
東
京
発
送
セ
ン
タ
ー
に
も
主
要
製
品
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
の
大
き
い
も
の

な
ど
は
基
本
的
に
彦
根
工
場
か
ら
の
出
荷
と

な
っ
て
い
る
。

　
従
来
製
品
と
新
規
開
発
製
品
は
、
新
し
い
技
術

と
人
の
力
を
融
合
さ
せ
、
自
動
化
に
よ
る
安
定
生

産
、
コ
ス
ト
追
求
を
た
ゆ
ま
な
く
進
め
、
高
品
質

を
追
求
し
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
株
式
会
社
大
和

バ
ル
ブ
で
あ
る
。

24

と
い
う
型
を
入
れ
て
い
く
。
中
空
部
の
部
分
に
鋳

物
が
流
し
込
ま
れ
て
い
く
仕
組
み
だ
。

　
鋳
物
の
材
料
で
重
要
な
要
素
は
ふ
た
つ
あ
り
、

ひ
と
つ
は
砂
の
固
ま
り
具
合
、
も
う
ひ
と
つ
が
鋳

物
を
注
ぎ
込
む
温
度
だ
と
い
う
。砂
型
は
砂
、水
分
、

ボ
ン
ド
で
で
き
て
お
り
、
こ
の
水
分
管
理
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
不
良
品
を
生
ま
な
い
た
め
の
コ
ツ

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
内
枠
に
あ
た
る
中
子
に

水
分
が
あ
る
と
、
砂
型
の
水
分
管
理
に
狂
い
が
生

じ
て
し
ま
う
た
め
、
中
子
の
水
分
を
飛
ば
す
塗
型

と
い
う
作
業
を
あ
ら
か
じ
め
行
っ
て
お
く
。

「
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
が
進
む
琵
琶
湖
に
近

い
こ
と
も
あ
り
、
当
社
で
は
環
境
面
へ
の
配
慮
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
萩
原
さ
ん
）
と

い
う
と
お
り
、
使
用
す
る
砂
は
何
度
も
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
。
鋳
造
工
程
で
は
13
～
14
ト
ン
の
砂
が
、

一
度
に
回
っ
て
い
る
状
態
だ
。

「
鋳
物
の
材
料
は
、
鉛
が
含
有
し
て
い
る
か
で
大

き
く
２
種
類
に
、
さ
ら
に
細
か
く
５
～
６
種
類
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飲
み
水
が
通
る
水
栓
関
係

の
商
品
は
、
鉛
の
入
っ
て
い
な
い
素
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
」（
株
式
会
社
大
和
バ
ル
ブ
執
行
役
員

彦
根
工
場
長
・
高
木
光
一
さ
ん
）

　
続
い
て
溶
解
炉
で
溶
か
さ
れ
た
１
１
０
０
～

１
１
８
０
℃
の
材
料
を
、
２
カ
所
の
注
湯
ス
テ
ー
ジ

で
流
し
込
ん
で
い
く
。
注
湯
は
１
日
に
８
～
９
回
行

わ
れ
、
作
ら
れ
る
製
品
の
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
流
し
込

む
温
度
に
差
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
型
か
ら
取
り
出

さ
れ
た
製
品
は
プ
ラ
モ
デ
ル
の
パ
ー
ツ
を
大
き
く
し

た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
ま
ず
微
細
な
鉄
球

を
シ
ョ
ッ
ト
さ
せ
て
型
に
な
っ
て
い
た
砂
を
落
と
し
、

鋳
物
を
１
つ
ず
つ
切
り
離
し
て
い
く
。
さ
ら
に
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
で
バ
リ
を
取
り
、
シ
ョ
ッ
ト
機
で
再
び
細

か
い
鉄
球
を
ぶ
つ
け
て
磨
い
て
い
く
。

「
バ
ル
ブ
業
界
の
流
れ
と
し
て
、
少
量
多
品
種
が

求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
機
械
と
人
を
上

手
く
組
み
合
わ
せ
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
全

自
動
の
注
湯
を
試
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人

の
手
が
入
っ
た
方
が
微
調
整
は
利
く
た
め
、
現
在

は
半
自
動
で
行
っ
て
い
ま
す
」（
高
木
さ
ん
）

　
で
き
あ
が
っ
た
鋳
物
は
隣
接
す
る
工
場
で
加
工

株式会社大和バルブ
常務取締役
生産統括本部長 開発本部長
萩原秀雄さん

加
工
工
程
は
ほ
と
ん
ど
自
動

鋳
鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
に
も
対
応

7オートメーション化が進む加工工場。基本的にセット以外は全自動とな
っている。8複雑な作業は人の手で加工が行われている。熟練職人の技術
が光る。9ネジ加工や穴開け加工など、自動機はさまざまな加工に対応し
ている。�検査工程は、自動濡れ検知検査機の判定と並行し、気泡が出な
いかと人による目視判定により検査を行い、「後工程はお客様」をモット
ーに全品検査が行われ、梱包され配送センターにと送られる。�鋳鉄バル
ブやダクタイルバルブはロボットによる塗装が行われる。�出荷用の倉庫
も彦根工場内に完備。

7

9

11

8

10

12

株式会社大和バルブ
執行役員
彦根工場長
高木光一さん
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中野四季の森公園

JR・東京メトロ
サウス　2F

中野セントラルパーク

中野駅

パークアベニュー

中野
区役所

三鷹
方面

東京
方面

北口

南口

中野
体育館

イ
ー
ス
ト

税
務
署

警
察
署

警
察
病
院

帝
京
平
成
大
学

明
治
大
学

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

中
野
サ
ン
モ
ー
ル
商
店
街

中
野
通
り

㈱小泉・グルメダイニング事業部が運営する、シンガポールチキンライスブランド「ウィーナムキーハイナ
ンチキンライス 中野セントラルパーク店」が、11月17日、JR中野駅から徒歩5分の中野セントラルパークサ
ウス2階にオープンしました。
緑溢れる「中野四季の森公園」を目の前に臨める中野セントラルパーク店は、「ガーデン・シティ」と呼ばれ
るシンガポールを彷彿させるロケーション。開放的で自然光が入り込む全席ガーデンビューの店内とシンガ
ポールリゾートを満喫できるテラスで、ウィーナムキー現地の味・製法にこだわった自慢のシンガポールチ
キンライスをお楽しみいただけます。

住所：	 〒164-0001 東京都中野区中野4-10-2 
	 中野セントラルパークサウス2階
TEL： 	 03-6454-0573
営業時間：	月～土 11:00-22:30l.o.／日祝 11:00-21:00l.o.
定休日：	 年中無休（年末年始、ビル休館日を除く）
席数：	 70席（店内38席、テラス32席）
アクセス：	 JR中野駅北口より徒歩5分

※専用・提携駐車場はございませんが、セントラルパークサウス地下
駐車場に138台駐車可能です。30分／200円

Wee Nam Kee Hainanese Chicken Rice 
中野セントラルパーク店

威南記海南鶏飯
中野セントラルパーク店オープン!!

外観

テラス席

店内席

テラスソファー席

ウィーナムキー銀座店・中野店とも、忘新年会予約を受付中です。
スタッフ一同、皆様のご来店を心よりお待ちしております!!
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平成29　　年元旦

謹  賀  新  年
代表取締役社長

電話（03）3743-6111（大代表）

窪 田 政 弘

札幌・盛岡・仙台・北関東・さいたま・土浦・千葉・東京・静岡
名古屋・金沢・大阪・神戸・岡山・広島・福岡・南九州・沖縄・新潟・多摩・横浜

代表取締役
社長執行役員

佐　藤　　　茂

LIXILジャパンカンパニーCEO

取 締 役 副 社 長

TEL 03 (6273) 3482 FAX 03 (6273) 3553

代表取締役社長

髙 下 貞 二
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